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令和８年度  札幌第４支部

研 修 報 告

研修会の冒頭では、札幌第４支部長市戸氏より、看護の将来
ビジョン2040と重点政策について説明がありました。超高齢
化社会と生産年齢人口急減の同時進行により、地域社会は大き
く影響を受ける中、看護職には地域に密着した医療への対応、
質の高い看護実践のための教育制度改革の実現、地域における
看護の拠点の確保、在宅医療ケアの推進、自然災害の発生及び
感染症等への対応など、やまない変化への対応が求められてい
ます。2040年を見据え、看護職には医療看護、特に人々の健
康と生活を支える役割が期待されており、看護職が安心して働
き続けられる職場環境づくりが進められています。

本研修会は、人生最終段階における意思決定支援について自
己の課題を明らかにできることを目的として開催されました。
今回のテーマに２名の講師からの講義が行われました。ACP

（アドバンス事前・ケア看護 介護・プランニング計画）とは患
者自身が自分の価値観を認識し、今後の生活についてどう生き
たいかを決め、家族や近しい人を含め、医療福祉ケアの在り方
について考えるプロセスです。

菅野氏は認知症高齢者の具体的な事例を紹介、ストマ増設を
し本人が冷たい物の経口摂取を希望するが、その後多量の水様
排泄物によりストマ周囲の皮膚炎が悪化し本人も辛そうであっ
たが、冷たい物の経口摂取を希望し続けた症例、症例を検討す
るシートの紹介、考え方、医療倫理、意志決定支援ガイドライ
ンの紹介、また意思決定支援とは、本人の明確な意思が確認で

■ 日　　時：2026年７月18日（土）12：20～16：00
■ 場　　所：北海道看護協会
■ 参加人数：44名
■ 講　　師：札幌第４支部長　医療法人渓和会　江別病院　

看護部長　市戸 理恵  氏
医療法人渓仁会　札幌円山病院　看護介護部　
副部長　老人看護専門看護師　日本臨床倫理学会
上級臨床倫理認定士　菅野 衣美  氏
社会医療法人　禎心会道央在宅事業部　
在宅事業部長　在宅看護専門看護師　
認定看護管理者　今野 好江  氏

教育委員会

人生の最終段階における意思決定支援　～その人らしい過ごし方を考える～

きない時こそ支援が必要であること、チームで考え立ち止まる
ことが患者の尊厳を守ると教わりました。医師とサポートチー
ムを交えて検討し計画を立て関わった。症例の方は最期死を迎
える前日にアイスを食べ「美味しい」と笑顔を見せた。ご家族
は「最期まで好きな食べ物を食べて喜ぶ顔を見られてよかっ
た」と涙したと教わりました。

今野氏は、地域で暮らす人々が、病気を抱えながらもその人
らしく生活できるように、生活に組み込む医療の支援をし、生
活が成り立つように看護の知恵を創意工夫しながら、多職種と
連携し利用者・家族の望む生活を支えていくこと。そして人生
の最終段階をその人らしく過ごすための支援をしていくことで
あると訪問看護の役割・使命について述べられました。高齢女
性の医療介入を好まない方が、大腿頚部骨折されケアマネー
ジャーから依頼を受けた事例の紹介があった。入浴もしばらく
していない、体に触ることもできない状態観察が困難である
が、本人の思いを尊重しケアマネージャー、訪問看護、在宅医
と現在も関り続けている医療介入を拒否される方の関りについ
て教わりました。

研修会終盤に行われたグループワークでは、訪問看護、急性
期病院、慢性期病院、療養型病院、介護医療院、施設など多様
な現場で働く参加者が、意志決定支援で大切にしていること、
多職種、家族との連携、明日から実践したいことなどそれぞれ
の立場で経験や課題を共有しました。各施設、なかなかACP
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がうまく運用ができていない現状があることや、認知機能が低
下し患者本人からの情報が取れず、ケアマネージャーや訪問看
護師などからの情報が効果的であることを講義で学び実践して
いこうと話し合ったことの発表があり、講師からは、広い視野
をもち入院前などの情報を集めていくことは大変であるが人選
を考えていくことは大切であると伝えられました。この研修で
参加者が意思決定支援の課題の糸口が少しでも見つけられたの
ではと考えます。

研修計画・研修案内の訂正及び変更のおしらせ
はまなす119号でおしらせした研修内容に、一部訂正・変更箇所がありました。

今回、「ネグレクト・セルフネグレクトの理解～小児から高
齢者まで全世代に焦点を当てて～」をテーマに研修を開催し、
病院や訪問看護ステーションなどから31名が参加しました。
ネグレクトが年齢や背景によってさまざまな形で現れることを
学び、日々の看護の中でどのように気づき、支援につなげてい
くかを考える機会となりました。参加者は、熱心に受講され、
講義後には現場での体験を踏まえた具体的な質問が寄せられ、
学びを実践へ生かしたいという思いが伝わってきました。今回
の研修は、今後の病院と地域における看護職の支援体制強化に
資する内容で、有意義な時間となりました。

■ 日　　時：2026年７月25日（土）14：00～16：00
■ 場　　所：ACU札幌　中研修室1613（アスティ 45　16階）
■ 参加人数：31名
■ 講　　師：札幌市立大学看護学部／大学院看護学研究科　

精神保健看護学領域　准教授　守村 洋  氏

看護師職能委員会

ネグレクト・セルフネグレクトの理解　～小児から高齢者まで全世代に焦点をあてて～

日　時 場　所 テーマ 講　師

訂正前 ９月５日（土） 北海道看護協会 「大人の発達障害や特性を持つ人に対する人材育成」仮
新見大学
井上  真一郎 講師

訂正後 ９月13日（日） 札幌東徳洲会
「発達特性を持つスタッフへの理解と支援」
－働きやすい職場づくりのために－

新見公立大学健康科学看護学科
教授　井上  信一郎 先生
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Topics
施設紹介

社会医療法人
札幌禎心会病院

～法人理念：良質な医療、介護を通じて地域社会の繁栄に貢献します～

社会医療法人札幌禎心会病院は、「良質な医療、介護を通じて地域社会の
繁栄に貢献する」という理念のもと、札幌圏、宗谷圏において医療・介護複
合体として計26事業を運営しています。がん・脳卒中・心臓病などの三大疾
患を中心に、高齢化社会に対応するサービスを提供しています。

～看護部理念：患者の尊厳を守り、専門性の高い心のこもった看護を提供します～

■ 大切にしていること
私たちは、職員一人ひとりが「患者さんに寄り添う」ということは、どう

いうことかを考え続けることを大切にしています。目の前の患者さんにとっ
て何が最善なのかを問い続けることが、看護の本質であり、患者さんの尊厳
を守ることにつながると考えます。複雑化する医療情勢の中でも、患者さん
やご家族が孤立することのないよう、患者さんに寄り添う看護を探求し続け、
地域の皆様から信頼される看護提供を目指しています。

■ 患者の尊厳を守るための取り組み
《行動制限低減への取り組み、マフの活用、院内デイケアの実施》
2021年より行動制限低減推進部会を発足し、患者さんの立場と権利を尊重した医療提供を目的に

行動制限ゼロを目指し多職種協働で活動しています。お助け隊と称する多職種で構成されたチーム
が、患者さんの状態や現在のケアについて一緒に確認し、身体拘束予防・低減に関するガイドライン
を参考にしながら、解除に向けた代替方法やケアの工夫を検討しています。また、院内ボランティア
の方が製作したマフを活用し、患者さんの落ち着かない手を穏やかに保ち、心身の緊張をほぐし安心
感を与えるケアを実施しています。さらに、認知症ケア認定看護師やリハビリスタッフ、介護福祉士
などで構成されたチームで、患者の入院生活を穏やかに過ごしていただくことを目的に院内デイケア
を行っています。

■ 看護の専門性を高める取り組み
《診療看護師、専門・認定看護師、特定行為看護師の育成》
６名の診療看護師が在職し、チーム医療の連携をつなぐ役割を果たしながら、より質の高い医療

サービス提供の実現に向けた取り組みを進めています。また、がん看護、がん化学療法看護、脳卒中
リハビリテーション看護、認知症看護、感染管理、皮膚排泄ケアの専門・認定看護師、特定行為研修
終了看護師も在職し活躍しています。

社会医療法人 札幌禎心会病院
〒065-0033 札幌市東区北33条東１丁目３番１号

https://www.teishinkai.jp

社会医療法人  札幌禎心会病院について

TOPICS 施設紹介� 第23回

手作りのマフ

院内デイケアの様子
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５月12日は
看護の日

看護の心をみんなの心に
看護の日のイベント開催

看護の日とは…
　「看護の日」は、1990年に厚生労働省（旧厚生省）によって制定されました。21世紀の高齢社会を
支えていくためには、看護の心、ケアの心、助け合いの心を、広く国民一人ひとりが分かち合うことが
大切です。老若男女を問わず、だれもがその大切さを考えるきっかけとなるよう、フローレンス・ナイ
チンゲールの誕生日にちなみ、5月12日が「看護の日」と定められました。

看護週間としての取り組み
「看護の日」を含む１週間は「看護週間」とされ、
全国各地でさまざまなイベントが開催されています。

北海道看護協会第４支部では、毎年この時期に「看護の日」イベン
トを開催しています。今年は５月９日（土）、イオン札幌元町ショッピ

ングセンター１階にて開催されました。母の日を前に、店内は色とりどり
の花で華やかな雰囲気に包まれ、悪天候にもかかわらず多くのお客様が来店
されていました。会場では、看護師による血圧測定や血管年齢測定のブース
が設けられ、多くの方が足を止めて参加されていました。測定結果をもとに、
運動や食事など生活習慣について看護師へ相談する姿も見られ、参加された皆
さまが自身の健康について関心を深める機会となっていました。また、将来
看護師を目指している学生さんの姿もあり、次世代へと受け継がれていく
「看護の心」を感じる場面も見られました。そして、今年も人気を集めて

いたのが、かんごちゃん。かんごちゃんは、2021年に公募で集まっ
た746作品の中から選ばれたキャラクターで、将来看護職を目

指す若い世代へ看護の魅力を伝えるメッセンジャーとして
活動しています。愛らしいかんごちゃんの登場に、

会場はたくさんの笑顔に包まれました。

来場者には、
かんごちゃんグッズが

配布されました
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札幌第4支部会員数

連絡先　北海道看護協会総務課

電　話　011－863－6731

会　費　16,500円

会 員
募 集

表紙写真
季節の風景・看護の風景・ご自身の作品・
ペット紹介など、なんでもOKです。
施設紹介・スタッフ紹介
自薦他薦かまいません（写真数枚、本文400字程度）

　北海道看護協会札幌第４支部では、看護の質の向上をめざし
た活動や事業を行っています。また、看護職を取り巻く環境が
大きく変化している今、多岐に渡る研修が準備されています。
研修に参加して友達の輪を広げましょう。
　入会は、右記までご連絡ください。

募 集 中 の

テ ー マ

公益社団法人北海道看護協会ホームページはこちら　https://www.hkna.or.jp/

編集後記

厳しい暑さが続いていますが、皆様いかがお過ごしでしょう
か。外は蒸し暑さ、室内は冷房と、私自身は体調管理が難しく
なってきた今日この頃でございます。第４支部では７月～８月
は多くの研修が企画されています。次号も様々な研修模様をお
伝えします。まだまだ、残暑厳しい中ですので、どうぞご自愛く
ださいませ。

� （記：常見）

第４支部HPはこちら

　　保健師： 87名 　看 護 師：4,122名
　　助産師：181名　 准看護師：  53名

2026年６月末会員数：4,443名
2026年度札幌第４支部目標会員数：5,090名

連絡先　札幌第４支部  広報委員会
　　　　公益社団法人  北海道勤労者医療協会
　　　　勤医協中央病院  消化器センター  
　　　　常見  梨奈

Email：syoukaki1-nrs@kin-ikyo-chuo.jp


